
１ 神戸市消防航空機動隊の歴史 

 Ｓ４７.１ 神戸市消防航空隊発足  
   （ヒューズ式369HS型） 

  川崎重工業㈱明石ヘリポート 

 Ｓ５４年 神戸消防ヘリポート（北区）へ移転 
 Ｓ５６年 ２機運用１機稼働体制（BK117）2機 
 Ｈ元年 神戸ヘリポート（中央区）へ移転 
 Ｈ１６.４ 県市共同運航開始（BK117）3機 

 
 
 
 



２ 兵庫県消防防災航空隊の歴史 

 Ｓ５５.７ 兵庫県警察航空隊に運航管理委託  
   （ベル式２２２型）１機 

 Ｈ８.１０ 兵庫県消防防災航空隊発足  
   （ＢＫ１１７） １機   

Ｈ１６.４ 県市共同運航開始（BK117）3機 

 

 
 
 
 



３ 保有機種・性能・諸元 
 
 

製造会社 川崎重工業株式会社 

型式名 ＢＫ１１７Ｃ－２型 

全長 １３．０３ｍ 

全幅 １．７３ｍ（胴体） 

全高 ３．９６ｍ 

最大座席数 １１名 

巡航速度 ２４６ｋｍ/ｈ 

航続距離 ７００ｋｍ 

貨物吊り下げ能力 １，５００ｋｇ 

消火バスケット ６００Ｌ 





４ 県市共同運航体制（その１） 

隊長 副隊長 
（操縦士） 

航空係 操縦士 6名 

整備係 整備士 7名 

航空救助係 救助隊員 11名 

 出動体制 
  操縦士2名・整備士2名・救助隊員1～3名搭乗 



 稼働体制 
  消防防災ヘリ３機運用常時２機稼働体制 
  （兵庫県１機・神戸市２機所有） 
 運航体制 

  ３６５日昼間（8：45～17：30）  
 活動範囲 

  兵庫県消防防災航空隊：神戸市を除く兵庫 
                  県下全域   
   神戸市消防航空機動隊：神戸市内 

５ 県市共同運航体制（その２） 



６ 県市共同運航体制（その３） 

 勤務体制 
  変則毎日勤務 
  勤務時間   8：45～17：30 
  休憩時間 12：00～13：00 
  週休日   ３週を通じ６日 
   



７ 出動状況 

２６年 

 
総
 
数

 

火災 その他災害 

建
物

 

林
野

 

そ
の
他

 

小
計

 

救
助

 

救
急

 

そ
の
他

 

小
計

 

神戸市 327 122 13 17 152 101 68 6 175 

兵庫県 126 2 7 2 11 43 65 7 115 

合  計 453 124 20 19 163 144 133 13 290 

※26年は県外応援なし 



 救助活動・林野火災における消火活動 



８ 操縦士の採用・養成 
採用年度 採用時年齢 前職歴※ 備考 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ Ｓ４６～Ｓ６３ ２０及び３０歳代 自衛隊 退職 

Ｅ・Ｆ Ｈ６・８ ３０歳代 民間 退職 

Ｇ・Ｈ Ｈ９・１３ ３０歳代 民間 

Ｉ Ｈ１４ ３０歳代 民間 退職 

Ｊ Ｈ１６ ３０歳代 民間 退職 

Ｋ Ｈ１６ ２０歳代 民間 退職 

Ｌ Ｈ２０ ３０歳代 海上保安 

Ｍ Ｈ２１ ４０歳代 民間 

Ｎ・Ｏ Ｈ２３ ３０歳代 消防・未経験 限定変更養成 

Ｐ Ｈ２４ ３０歳代 民間 退職 

Ｑ Ｈ２４ ３０歳代 県警 

※ヘリ操縦士経験 



９ 操縦士の採用方法・条件 
採用年度 年齢制限 資格 飛行時間 

Ａ～Ｄ 
（割愛 Ｃを除く） S46・48・58・63 ― ― ― 

Ｅ・Ｆ H6・8 36歳以下 事業用技能証明 1400時間以上 

Ｇ H9 35歳以下 事業用技能証明 1300時間以上 

Ｈ H13 38歳以下 事業用技能証明 1500時間以上 

Ｉ H14 36歳以下 事業用技能証明 
限定変更有 1500時間以上 

Ｊ・Ｋ H16 35歳以下 事業用技能証明 
限定変更有 ― 

Ｌ H20 35歳以下 事業用技能証明 
限定変更有 ― 

Ｍ H21 40歳以下 事業用技能証明 
限定変更有 ― 

Ｎ・Ｏ H23 40歳以下 事業用技能証明 
陸上単発・多発タービン 

陸上単発タービン400
時間超・単発タービン

時間不問 

Ｐ H24 38歳以下 事業用技能証明 
陸上多発タービン 400時間超 

Ｑ H24 40歳以下 事業用技能証明 
限定変更有 1000時間超 



１０ ホームページの公示 



１１ 操縦士の養成 
  （ＢＫ１１７型機操縦士型式限定変更訓練） 

 近隣の空港をベースとする航空会社と委託契約 

 当隊保有の機体を使用 

 操縦教官の派遣 

 委託先がベースとする空港で訓練及び受験 

 委託期間：約５ヶ月間   
     



１２ 操縦士の技能管理 

 機長発令について 
  操縦士の経験に応じた訓練計画を作成の上、訓練 

   を実施     



１３ 共同運航 
（１） 目的 

     兵庫県及び神戸市が、それぞれ保有するヘリコ 
     プターの一体的な運航を図り、兵庫県下ヘリコプ 
           ター３機運用常時２機稼働体制を整える 
（２） 経費 

   常時２機稼働体制に係る経費を折半として負担 
（３） 身分の取扱い 
       県市併任 
     服務、勤務時間、休日、休暇、その他の勤務条件 
     及び健康管理は、神戸市の関係規程を適用 
     

           



１４ 県市共同運航のメリット 
 （１） 災害対応力の強化 
      続発災害への対応 

      大規模災害等で２機目の投入が可能  
 （２） 迅速な出動 
      兵庫県下消防本部からの要請手順が一本化  
   （３） 休航期間の解消 
   （４） 経費の削減 
     
             



１５ 県市共同運航の課題 
    ３機運用に必要な操縦士の確保が困難     
             



１６ 操縦士の確保・養成に関する問題点、課題 
（１） 確保 
   災害出動に対応可能な飛行経験有するBK117有 
   資格者のパイロットが少ない 
 
（２） 養成 
   機長として乗務するまでに長期間の乗務経験を 
   積む必要がある 
   多額の費用が必要 
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